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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
家
族
お
揃そ

ろ

い
で
輝
か
し
い
新
年
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶よ

ろ
こび

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
政
で
は
安

倍
政
権
か
ら
菅
政
権
に
代
わ
り
、
熊
本
県
選

出
の
坂
本
哲
志
氏
が
一
億
総
活
躍
担
当
大
臣

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
県
政
で
は
蒲
島
知
事

が
４
度
目
の
当
選
を
果
た
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

人
吉
球
磨
地
域
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
の
最
中
に
、
７

月
豪
雨
で
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
甚
大
な
災
害

が
発
生
し
、
大
変
な
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
豪
雨
災
害
の
犠
牲
者
と
被
災
者
の
皆
様

に
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

五
木
村
で
は
幸
い
に
人
災
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
道
路
の
被
災
が
あ
り
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。
災
害
査
定
も
ほ
ぼ

終
わ
り
逐
次
復
旧
さ
れ
て
い
く
見
込
み
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
蒲
島
知
事
は
７
月
豪
雨
で
球
磨
川

が
氾
濫
し
た
こ
と
に
よ
り
、
球
磨
川
流
域
の

治
水
に
つ
い
て
、
川
辺
川
ダ
ム
建
設
を
白
紙

撤
回
か
ら
１
８
０
度
転
換
し
、
球
磨
川
流
域

住
民
の
生
命
財
産
と
環
境
を
守
る
流
水
型
ダ

ム
の
建
設
を
国
に
求
め
「
将
来
に
わ
た
っ
て

球
磨
川
流
域
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
こ
と

が
天
命
だ
と
覚
悟
を
も
っ
て
取
り
組
む
」
と

表
明
さ
れ
ま
し
た
。「
五
木
村
の
振
興
に
つ
い

て
も
政
治
生
命
を
懸
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

責
任
と
覚
悟
を
持
っ
て
取
り
組
む
」
と
発
言

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、「
川
辺
川
ダ
ム
建
設

の
白
紙
撤
回
や
新
た
な
流
水
型
ダ
ム
建
設
の

発
表
」
時
も
、
五
木
村
に
は
事
前
に
何
も
話

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
蒲
島
知
事
の
身
勝

手
で
五
木
村
を
無
視
し
た
発
言
で
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
流
水
型
ダ
ム
の
規
模

や
五
木
村
振
興
の
具
体
策
に
つ
い
て
も
国
・

県
か
ら
ま
だ
何
も
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
と
し
て
は
、
ダ
ム
特
別
委
員
会
や
議

会
全
員
協
議
会
を
開
い
て
協
議
し
、
熊
本
県

に
五
木
村
の
振
興
を
具
体
的
に
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
説
明
を
求
め
る
よ
う
執
行
部
に
要

求
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
は
木
下
村
長
の
施
政

方
針
に
伴
う
予
算
編
成
の
初
年
度
で
あ
り
ま

す
。
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
ん
で
い

る
中
、
ど
の
よ
う
な
振
興
策
が
盛
り
込
ま
れ

た
予
算
が
提
案
さ
れ
る
か
注
視
し
な
が
ら
３

月
議
会
に
臨
み
、
議
案
を
し
っ
か
り
と
議
論

し
て
住
民
の
た
め
の
予
算
に
な
る
よ
う
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
一
年
が
災
害

の
な
い
平
穏
な
年
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、

コ
ロ
ナ
が
一
日
も
早
く
収
束
す
る
こ
と
を
願

い
、
そ
し
て
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

五木村議会議長　岡 本　正
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五木村単独災害復旧事業
支援条例制定

　令和 2年第 4回五木村議会定例会が 12月 9日から 12月 11日までの 3日間で開催。上程
された案件は「人権擁護委員候補者の推薦」1件、「条例の制定」1件、「条例の一部改正」3件、
一般会計及び特別会計の補正予算 6件の計 11件。一般質問は 2日目に 5人の議員が村政につ
いて質した。また、9月定例会で決算認定審査特別委員会に付託されていた「令和元年度一般会
計及び特別会計歳入歳出決算の認定」10件については全会計を認定した。
　議案第 68号は、令和 2年 7月豪雨で被害を受けた村内の方や団体などが施設や敷地などを
復旧する場合に支援する五木村独自の条例も可決した。

こんなことが
決まりました

村道瀬目線 村道入鴨線 村道梶原線

令和2年7月豪雨村内災害箇所視察（10/29）

人権擁護委員候補者（推薦）　辻　篤子氏（頭地）

議　　　　　案　　　　　名

岡
本　

精
二

早
田　

吉
臣

藤
本　

新
一

中
村　

俊
也

黒
川
麻
里
子

川
邉　

正
美

西
村　

久
徳

審議結果

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 適任で答申
議案第68号 五木村単独災害復旧事業支援条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 全員賛成
議案第69号 五木村固定資産評価審査委員会条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 全員賛成
議案第70号 五木村介護保険条例等の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 全員賛成
議案第71号 五木村国民健康保険税条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 全員賛成
議案第72号 令和2年度五木村一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 全員賛成
議案第73号 令和２年度五木村国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 全員賛成
議案第74号 令和２年度五木村簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 全員賛成
議案第75号 令和２年度五木村介護保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 全員賛成
議案第76号 令和２年度五木村代替地上下水道事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 全員賛成
議案第77号 令和２年度五木村後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 全員賛成

―　補正予算　―
会計名 補正前額 補正額 予算現額

一般会計 3,200,292 △ 3,212 3,197,080
国民健康保険特別会計 169,664 △ 21,659 148,005
簡易水道事業特別会計 25,071 △ 15 25,056
介護保険特別会計 218,893 12,906 231,799
代替地上下水道事業特別会計 15,300 2,366 17,666
後期高齢者医療特別会計 25,795 △ 784 25,011

12 月
定例会

（単位：千円）

賛成…○　反対…×　欠席…欠
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　五木村一般職の職員の給与を人事院勧告、県人事委員会勧告を踏まえ期末手当を５／ 100
乗じた額の減額。公布の日から施行。
　令和2年11月24日午前９：00から第４回五木村議会、臨時会を開会。
　会期を11月24日、一日限りとして、「五木村一般職の職員の給与に関する条例の一部改正」と五木村一般
会計予算に32万円を追加、総額32億29万２千円上程。臨時会の議題とした。
　一般職の給与の一部改正は民間給与の格差を踏まえ行われた国の人事院勧告及び県の人事委員会の勧告を受
け期末手当を130／100から125／100へ改め、任期付職員も同様に５／100を乗じた額を減額。
　また、五木村一般会計補正予算は、７月豪雨により被災した造林作業道上小鶴線改良事業の改良事業負担金
として32万円、その支障木の売払い収入として32万円追加計上。
　総額32億29万２千円とした。
　提案された２議案ともに全会一致で可決成立した。

議員の質疑　「給与の改正」質疑：村内の民間との給与の比較はされたのか。
　　　　　　　　　　　　　答弁：調査を行ったことはない。
　　　　　　「補正予算」　質疑：売払い収入分の地主への対応は。
　　　　　　　　　　　　　答弁：財産収入に村と地主分を合わせて計上。次の補正で修正したい。
　　　　　　　　　　　　　質疑：豪雨災害の小規模災害な災害復旧に対する条例が必要ではないか。
　　　　　　　　　　　　　答弁：小規模災害については、要綱で対応している。条例化に向けて検討したい。

どうする、ふるさと五木村づくり

９月定例会において、特別委員会に付託された「令和元年度五木村歳入歳出決算は、２日間
の審査・審議を行った。その結果、３つの意見を付して委員会としては、採択とした。
　木下村長より提出された、「令和元年度五木村一般会計」および９つの「令和元年度特別会計決算」につい
て議会は、特別委員会を設置し令和２年10月23日と11月13日の２日間、開催した。10月23日は主要施策
の成果および歳入歳出決算書の説明を受けて内容を確認しながら、それぞれ疑義を生じた事業などの資料の請
求、提出を求めて終了した。
　11月13日は提出された資料について質疑応答を行った。その結果、まとめとして令和３年度、新たな「ふ
るさと五木村づくり」の５か年計画が策定された。しかし、少子高齢化は依然として続いており、人口増を目
指した事業も見直しが必要である。委員会として、以下の意見を付して採択と決定して閉会した。

１．今後、厳しい財政状況が予想されるため、長期財政計画を早期策定すること。
２．令和３年度は、「ふるさと五木村づくり計画」の中間年度であり、五木村振興に低予算で効果のある事業

に取り組むこと。
３．指定管理団体の経営が厳しい状況にあるので、抜本的な対策を講じると伴に、議会にも随時報告すること。

－決算認定審査特別委員会報告－

期末手当を５／ 100 減額

議　　　　　案　　　　　名

岡
本　

精
二

早
田　

吉
臣

藤
本　

新
一

中
村　

俊
也

黒
川
麻
里
子

川
邉　

正
美

西
村　

久
徳

審
議
結
果

議案
第66号

五木村一般職の職員の給与に関する条例の一部改
正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案
第67号 令和2年度五木村一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

賛成…○　反対…×　欠席…欠

臨時会

作業道上小鶴線災害箇所
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川
辺
川
ダ
ム
問
題
に

つ
い
て11

月
６
日
、
川
辺
川
ダ
ム

の
是
非
の
意
見
を
徴
収
す
る
流
域

市
町
村
長
・
議
長
会
議
で
ダ
ム
の

有
効
性
を
認
識
し
、
容
認
す
る
基

本
的
ス
タ
ン
ス
は
変
わ
っ
て
い
な

い
と
発
言
を
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

意
を
村
長
に
聞
き
た
い
。

平
成
８
年
川
辺
川
ダ
ム
本

体
着
工
を
同
意
し
従
来
型
の
貯
水

型
ダ
ム
は
治
水
効
果
は
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
村
の
基
本
的
ス
タ

ン
ス
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
の
発
言
趣
旨
で
あ
る
。

議
会
が
ダ
ム
着
工
同
意

時
は
多
目
的
ダ
ム
で
蒲
島
知
事
の

白
紙
撤
回
、
当
時
の
前
原
国
土
交

通
大
臣
の
一
方
的
な
ダ
ム
の
中
止

で
、
今
回
知
事
が
発
言
し
た
流
水

型
ダ
ム
と
は
大
き
く
変
わ
る
が
。

五
木
村
は
ダ
ム
を
容
認
し
、
ダ
ム

を
前
提
と
し
た
村
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。
ダ
ム
建
設
が
止

ま
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
国
、

県
の
責
任
を
問
う
た
と
こ
ろ
も
あ

る
。

村
長
の
発
言
は
、
村
民
の

総
意
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
。

村
民
や
議
会
と
も
協
議
を
し
、
慎

重
な
発
言
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

流
水
型
ダ
ム
の
話
し
で
は

な
く
、
従
来
の
村
の
判
断
に
従
っ

た
発
言
を
し
て
い
る
。
新
規
の
問

題
が
出
て
く
れ
ば
村
民
と
議
会
と

協
議
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

下
流
域
市
町
村
は
、
７
月

豪
雨
災
害
で
ダ
ム
建
設
を
進
め
る

方
向
に
あ
り
、
村
長
に
ダ
ム
建
設

に
対
し
協
力
の
お
願
い
は
あ
っ
た

の
か
。

７
月
豪
雨
災
害
を
受
け
、

川
辺
川
ダ
ム
建
設
促
進
協
議
会
に

相
良
村
も
加
入
し
、
抜
本
的
な
治

水
の
見
直
し
を
合
意
し
て
い
る
。

平
成
８
年
議
会
が
同
意
し

た
の
は
多
目
的
ダ
ム
で
あ
り
、
今

回
知
事
の
考
え
る
流
水
型
ダ
ム
と

は
異
な
る
。
ゼ
ロ
か
ら
の
対
応
が

必
要
と
思
う
が
。

知
事
は
緑
の
流
域
治
水
を

国
交
省
に
要
望
さ
れ
た
が
、
五
木

村
は
多
目
的
ダ
ム
法
に
基
づ
く
ル

ネ
ッ
サ
ン
ソ
ン
計
画
、
ダ
ム
湖
周

辺
整
備
等
の
計
画
で
あ
り
、
流
水

型
ダ
ム
に
変
わ
る
の
で
あ
れ
ば
、

当
然
ゼ
ロ
か
ら
の
対
応
を
国
、
県

に
求
め
る
必
要
が
あ
る
。

流
水
型
ダ
ム
は
五
木
村
に

大
き
な
マ
イ
ナ
ス
面
が
あ
る
。
特

に
水
源
地
域
特
別
措
置
法
の
問
題

を
村
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

水
特
法
、
環
境
面
等
も

示
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
協
議
が

進
む
中
で
考
え
て
い
く
。

議
会
や
村
民
等
の
意
見

が
反
映
さ
れ
る
取
り
組
み
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

今
後
ダ
ム
問
題
が
議
論

さ
れ
る
と
思
う
。
議
会
と
十
分
な

協
議
を
重
ね
て
い
く
。
住
民
と
の

協
議
は
必
要
で
あ
る
が
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
ど
の
よ
う
な
協
議
の
場
を

開
く
か
検
討
も
必
要
で
あ
る
。

村
長
は
五
木
ダ
ム
の
必
要

性
を
発
言
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

ダ
ム
は
五
木
住
民
を
守
る
重
要
な

県
営
ダ
ム
で
あ
る
。
知
事
に
強
く

要
望
す
る
考
え
は
。

７
月
豪
雨
で
河
床
が
上
が

り
土
砂
が
堆
積
し
危
険
な
状
況
に

あ
る
。
五
木
ダ
ム
建
設
の
必
要
性

を
強
く
知
事
に
求
め
た
い
。

再
度
、
今
後
の
流
水
型

ダ
ム
は
ゼ
ロ
か
ら
対
応
す
る
考
え

か
。

ゼ
ロ
か
ら
の
対
応
も
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

藤本 新一 議員

緑の流域治水事業はゼロからの
対応では

木下村長　ゼロからの対応もある

村政
を
問う

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

村
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

五木ダム予定地（上荒地地内）

一般質問
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球
磨
川
流
域
の
治
水

対
策

７
月
豪
雨
で
氾
濫
し
た
球

磨
川
の
治
水
対
策
と
し
て
支
流
川

辺
川
に
新
た
に
流
水
型
（
穴
あ
き
）

ダ
ム
を
建
設
す
る
よ
う
国
に
求
め

た
事
を
蒲
島
知
事
か
ら
県
の
考
え

方
と
し
て
村
長
・
議
会
に
説
明
が

あ
っ
た
が
、
村
の
対
応
、
村
長
の

考
え
方
は
。

五
木
村
は
半
世
紀
に
わ
た

り
村
の
存
亡
を
か
け
た
川
辺
川
ダ

ム
建
設
と
向
き
あ
っ
て
き
た
。
今

後
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
予
想
さ
れ

る
中
、
こ
れ
ま
で
歴
史
に
翻
弄
さ

れ
続
け
て
き
た
村
民
・
行
政
の
実

情
を
考
慮
い
た
だ
き
着
実
な
振
興

が
な
さ
れ
る
よ
う
総
合
的
な
対
応

を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

蒲
島
知
事
は
２
０
０
８
年

（
平
成
20
年
）
に
川
辺
川
ダ
ム
を

白
紙
撤
回
し
、
ダ
ム
に
よ
ら
な
い

治
水
を
検
討
す
る
場
で
い
ろ
い
ろ

施
策
を
議
論
さ
れ
た
が
結
論
が
出

な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の

12
年
間
は
五
木
村
に
と
っ
て
は
何

で
あ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
12
年
間
は
村
に
と
っ

て
貴
重
な
時
間
が
止
ま
っ
た
と
悔

し
い
思
い
が
あ
る
。
知
事
の
白
紙

撤
回
に
よ
り
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治

水
協
議
を
重
ね
て
き
た
が
球
磨
川

の
安
全
度
を
高
め
る
抜
本
的
な
も

の
が
な
く
、
今
回
の
災
害
と
な
っ

た
。
平
成
20
年
に
村
と
し
て
は
ダ

ム
を
前
提
と
し
た
村
づ
く
り
を
進

め
て
き
て
い
る
中
で
、
ま
だ
道
半

ば
で
あ
っ
た
。
今
回
の
「
緑
の
流

域
治
水
」
に
つ
い
て
は
具
体
的
な

話
は
な
い
が
、
村

の
立
場
と
す
れ
ば

水
源
地
域
と
し
て

半
世
紀
以
上
ダ
ム

問
題
で
影
響
を
受

け
て
い
る
こ
と

を
伝
え
て
い
き
た

い
。

水
没
予
定

地
利
活
用
計
画

（
平
成
25
年
）
に

基
づ
い
て
平
成
27

年
度
か
ら
進
め
て

い
る
シ
イ
タ
ケ
生

産
団
地
、
五
木
源

パ
ー
ク
、
中
間
土

場
、
森
と
渓
流
五

木
ス
テ
イ
等
が
水

没
予
定
地
に
整
備

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
元
久
領
に

は
中
部
エ
リ
ア
と
し
て
の
計
画
も

あ
る
が
、
今
後
の
利
活
用
は
。

整
備
を
し
た
施
設
は
必

要
で
あ
る
の
で
、
雇
用
の
場
の
確

保
、
産
業
育
成
の
た
め
協
議
し
て

い
く
。

防
災
行
政
無
線
に
つ

い
て

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
整
備
工
事
が
平
成
29
年
10
月

か
ら
１
次
工
事
・
２
次
工
事
が
始

ま
っ
て
い
る
が
、
い
つ
運
用
開
始

に
な
る
の
か
。
ま
た
、
屋
内
で
も

聴
こ
え
る
受
信
機
が
必
要
と
思
う

が
計
画
は
な
い
の
か
。

防
災
行
政
無
線
に

つ
い
て
は
令
和
２
年
７
月
か
ら
試

験
運
用
を
行
っ
て
い
る
。
工
期
を

３
月
26
日
と
契
約
を
結
ん
で
い

る
。
庁
内
で
も
個
別
受
信
機
を
付

け
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

村政
を
問う

岡本 精二 議員

新たなダム建設について村の対応は
木下村長　これまで歴史に翻弄され続けてきた村民
　　　　　の実情を考慮し着実な振興を

総
務
課
長

水没予定地

一般質問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長
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流
水
型
ダ
ム
へ
の
変
更
を

知
事
の
11
月
23
日
の
謝
罪
と
振
興

基
金
の
10
億
円
で
認
め
る
の
か
。

知
事
の
今
回
の
判
断
は
真

摯
に
受
け
止
め
る
。

白
紙
撤
回
か
ら
の
12
年
間

は
何
で
あ
っ
た
の
か
た
だ
時
間
が

止
ま
っ
た
だ
け
と
思
っ
て
い
る
の

か
。

12
年
間
の
振
興
等
に
つ
い

て
東
部
、
西
部
の
大
屋
根
広
場
、

と
宿
泊
施
設
な
ど
五
木
の
振
興
を

止
め
な
い
と
い
う
方
向
性
で
や
っ

て
来
た
。12

年
間
と
い
う
貴
重
な
時

間
は
小
学
生
が
中
学
、
高
校
に
上

が
り
そ
し
て
、
成
人
に
な
る
そ
ん

な
時
間
の
重
要
性
を
含
め
て
五
木

の
治
水
を
知
事
に
進
言
す
べ
き
で

は
。

12
年
間
ダ
ム
に
よ
ら
な
い

治
水
の
協
議
が
さ
れ
て
き
た
経
緯

が
あ
る
。
私
個
人
と
し
て
は
五
木

の
治
水
と
し
て
は
、
中
止
さ
れ
た

五
木
ダ
ム
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

前
回
の
一
般
質
問
で
村
長

は
蒲
島
知
事
の
判
断
が
終
わ
っ
た

後
で
追
及
し
て
い
く
と
答
弁
し
た

が
。

知
事
の
決
断
の
コ
メ
ン
ト

に
対
し
て
ど
う
こ
う
申
し
上
げ
る

立
場
で
は
な
い
。

五
木
村
振
興
に
10
億
円
基

金
を
積
み
た
い
。
お
金
を
積
ん
で

謝
罪
に
来
ら
れ
た
そ
れ
で
良
い
の

か
。
村
民
は
憤
慨
し
て
い
る
の
で

か
。

令
和
元

年
ま
で
に
69
人
が
移
住
を
さ
れ
定

住
を
さ
れ
て
い
る
方
は
30
人
い

る
。
移
住
か
ら
定
住
へ
と
地
域
全

体
で
迎
え
入
れ
る
よ
う
な
体
制
づ

く
り
と
民
間
の
力
も
借
り
な
が
ら

施
策
を
講
じ
て
行
き
た
い
。

民
間
と
は
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
充
て
る
の
か
そ
れ
と
も
別

に
不
動
産
業
者
な
ど
を
考
え
て
い

る
の
か
。村

内
に
熱
心
で
才
能
の
あ

る
方
も
お
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
方

と
協
議
を
し
て
い
る
。

五
木
の
特
色
の
あ
る
教
育

を
持
っ
て
、
移
住
に
繋
げ
る
と
い

う
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

教
育
委
員
、
教
育
委
員
会

と
話
を
し
て
そ
う
い
う
振
興
策
が

出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

今
の
英
語
の
担
当
の
先
生

が
隣
の
村
と
兼
務
さ
れ
て
い
る
。

村
の
専
属
と
し
て
英
語
教
育
に
、

特
色
の
あ
る
教
育
に
出
来
な
い
か
。

議
会
と
協
議
し
予
算
を
立

て
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

早田 吉臣 議員

流水型ダムを容認するのか
木下村長　１つの形とすれば容認する

は
な
い
か
。

知
事
の
金
額
の
提
示
に

は
、
私
も
驚
い
た
、
ま
だ
何
も
聞

い
て
な
か
っ
た
。
五
木
村
長
の
立

場
と
し
て
そ
れ
は
、
県
の
考
え
だ

と
受
け
止
め
た
。

知
事
は
、「
民
意
が
変

わ
っ
た
」と
言
わ
れ
て
い
る
。村
長

は
ど
の
様
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

五
木
全
体
の
民
意
を
、
意

見
を
聞
く
場
は
あ
る
と
思
う
。「
緑

の
流
域
治
水
」
な
ど
の
大
枠
が
固

ま
っ
て
か
ら
住
民
の
話
も
聞
き
な

が
ら
対
応
す
る
。

再
度
、
流
水
型
ダ
ム
に

関
し
て
村
長
は
容
認
し
て
い
る
の

か
。

計
画
の
中
の
流
水
型
ダ
ム

の
全
体
像
は
見
え
な
い
が
一
つ
の

形
と
す
れ
ば
容
認
と
私
は
、
考
え

て
い
る
。

移
住
・
定
住
支
援
に

つ
い
て移

住
・
定
住
に
つ
い
て
約

10
年
が
経
過
す
る
が
そ
の
経
過
と

結
果
に
つ
い
て
検
証
は
さ
れ
た
の

村政
を
問う

ふ
る
さ
と
振
興
課
長

11月23日　蒲島知事が来村

一般質問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長
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村政
を
問う

就任されて１年、抜本的な暮ら
し改革と産業振興の進捗状況は
木下村長　高齢者の医療や福祉、産業振興のサポー
　　　　　ト体制を構築していきたい

村
長
所
信
表
明
の
進

捗
に
つ
い
て

村
長
が
就
任
さ
れ
て
か
ら

１
年
が
経
過
し
た
。
所
信
表
明
に

「
早
急
に
抜
本
的
な
暮
ら
し
改
革

と
産
業
振
興
を
図
り
、
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
を
村
民
総
出
で
取

り
組
む
。」
と
あ
っ
た
が
、
こ
の

１
年
の
進
捗
状
況
は
。

就
任
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
の

感
染
拡
大
の
対
応
、
７
月
の
豪
雨

災
害
の
対
応
を
行
っ
て
き
た
。
ま

ず
、
抜
本
的
な
暮
ら
し
改
革
に
つ

い
て
は
、
各
集
落
に
お
け
る
高
齢

者
の
厳
し
い
生
活
状
況
の
改
善

を
考
え
て
い
る
。
集
落
支
援
、
集

落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
は

も
と
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
光
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
駆
使
し
、
高
齢
者
の
医

療
や
福
祉
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
作

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

「
本
村
な
ら
で
は
の
歴
史

と
文
化
に
誇
り
を
持
ち
、
都
市
に

は
な
い
山
村
の
価
値
を
高
め
る
た

め
に
も
、
豊
か
で
魅
力
あ
る
地
域

と
し
て
全
国
に
発
信
す
る
。」
と

述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
発
信
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

主
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
て
発
信
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
は
村
民
の
方
が
ネ
ッ

ト
通
信
を
通
じ
て
日
本
中
に
物
品

販
売
を
し
、
五
木
村
の
良
さ
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
い
た
実
績
が

あ
る
。
木
材
関
係
で
は
、
葉
枯
ら

し
材
を
用
い
た
製
品
の
上
棟
式
を

熊
本
市
内
で
行
っ
た
。

本
村
で
は
、
人
口
減
少
と

少
子
高
齢
化
に
伴
う
自
助
共
助
の

衰
退
が
進
ん
で
い
る
。
集
落
維
持

支
援
に
必
要
な
公
助
の
重
要
性
が

増
し
て
い
る
。
そ
の
対
策
は
。

集
落
支
援
と
し
て
、
し
っ

か
り
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
材
を
充

て
な
が
ら
社
会
福
祉
協
議
会
の
ほ

う
で
も
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
は
行
っ

て
い
る
。
高
齢
者
の
安
心
感
を
構

築
す
る
た
め
に
、
も
う
少
し
踏
み

込
ん
だ
体
制
作
り
、
そ
れ
に
向
け

た
財
源
の
確
保
も
考
え
て
い
き
た

い
。

産
業
振
興
、
産
業
育
成
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
か
な
り
公
助

的
な
支
援
を
し
て
き
て
い
る
が
、

そ
の
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

証
や
反
省
は
な
さ
れ
て
い
る
の

か
。

行
政
と
し
て
は
、
あ
る
一

定
の
後
押
し
（
支
援
）
は
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
何
年
か
取
り

組
ん
で
成
果
が
見
い
だ
せ
な
い
場

合
は
、
別
の
道
を
探
せ
る
よ
う
な

支
援
も
今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
総
務
省
の
過
疎
地
域
に

対
す
る
政
策
や
「
特
定
地
域
づ
く

り
事
業
協
同
組
合
制
度
」
と
い
う

制
度
を
し
っ
か
り
勉
強
し
て
本
村

に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
探
っ
て
い

き
た
い
。

中村 俊也 議員

おせっかい直送便

宮園キャンディーズ

一般質問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

村
長
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新
た
な
川
辺
川
ダ
ム

の
動
き
に
つ
い
て

五
木
村
は
、
50
年
の
長

期
に
渡
る
村
の
存
亡
と
も
言
わ
れ

て
来
た
ダ
ム
建
設
問
題
が
、
12
年

前
、
蒲
島
知
事
が
白
紙
撤
回
を
表

明
さ
れ
、
村
も
ダ
ム
に
よ
ら
な
い

村
づ
く
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
今

日
取
り
組
ん
で
い
る
中
、
令
和
２

年
７
月
球
磨
川
流
域
の
大
洪
水
で

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
そ
の
た

め
か
、
知
事
は
１
８
０
度
方
向
を

転
換
し
、
川
辺
川
に
ダ
ム
を
造
る

と
発
表
さ
れ
、
国
土
交
通
大
臣
に

要
請
し
、
大
臣
も
前
向
き
に
進
め

る
事
に
な
り
大
き
な
波
紋
を
起
こ

し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
本
村
に
と
っ
て
、
こ
れ

ほ
ど
悩
ま
し
い
、
苦
難
の
道
の
り

は
な
い
と
思
う
。
知
事
が
白
紙
撤

回
か
ら
一
変
し
て
ダ
ム
復
活
す
る

穴
あ
き
（
流
水
型
）
ダ
ム
を
発
表

さ
れ
た
事
に
対
し
、
村
長
と
し
て

正
解
と
思
う
か
非
と
思
う
か
。

７
月
の
災
害
を
受
け
、
知

事
は
２
回
の
球
磨
川
豪
雨
検
証
委

員
会
を
開
き
、
県
政
の
ト
ッ
プ
と

し
て
判
断
さ
れ
た
と
思
う
。

こ
れ
は
、
村
に
と
っ
て
重

大
な
問
題
で
あ
り
、
知
事
の
こ
の

判
断
は
是
か
非
か
村
長
と
し
て
の

見
解
は
。知

事
が
提
案
し
た
緑
の
流

域
治
水
に
お
い
て
流
下
式
ダ
ム
と

い
う
判
断
に
つ
い
て
私
は
容
認
し

て
い
る
。

さ
て
、
ど
う
す
る
こ

の
難
問本

村
は
こ
の
ダ
ム
問
題

で
半
世
紀
に
渡
り
苦
難
の
道
の
り

で
あ
っ
た
。
特
に
人
口
も
半
減
し

集
落
も
消
え
、
少
子
高
齢
化
が
急

速
に
進
み
、
村
と
し
て
の
活
力
も

低
下
し
た
。
ま
さ
に
村
の
存
亡
と

言
わ
れ
た
危
機
的
状
況
が
長
年
続

き
、
村
民
を
更
に
苦
し
め
る
事
が

な
い
よ
う
、
先
日
熊
日
新
聞
に
出

村
長
が
就
任
さ
れ
、所
信

表
明
で
産
業
振
興
と
暮
ら
し
改
革

と
あ
る
が
、具
体
的
に
は
ど
ん
な
も

の
か
。ま
た
、一次
産
業
で
あ
る
林
業

の
衰
退
を
ど
う
克
服
す
る
の
か
。

村
民
総
参
加
の
着
実
な
産

業
振
興
と
暮
ら
し
の
改
革
を
目
指

し
、
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
林
業

が
衰
退
し
な
い
よ
う
努
力
す
る
。

歴
史
資
料
館
の
運
営
に

つ
い
て
、
入
場
者
数
が
計
画
の
半

分
も
な
い
。
村
の
財
政
負
担
に
も

な
っ
て
い
る
が
。改

善
し
て
い
く
。

西村 久徳 議員

て
い
た
ダ
ム
で
翻
弄
さ
れ
、
疲
弊

し
た
五
木
村
に
な
ら
な
い
よ
う
こ

の
重
大
問
題
が
出
て
き
た
時
に
は

い
ち
早
く
村
長
は
議
会
や
各
種
団

体
、
村
民
に
報
告
し
、
対
策
会
議

を
設
置
し
、
村
民
一
体
と
な
っ
て
、

英
知
を
結
集
し
村
の
将
来
に
悔
い

の
な
い
万
全
な
対
策
を
講
ず
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

五
木
村
の
再
建
と
振
興
に

つ
い
て
は
し
っ
か
り
と
、
取
り
組

ん
で
い
く
。

穴
あ
き
ダ
ム
が
出
来
た
と

し
て
、
現
在
の
九
州
電
力
逆
瀬
川

発
電
所
、
Ｊ
Ｎ
Ｃ
の
頭
地
発
電
所
、

野
々
脇
ダ
ム
で
年
間
の
固
定
資
産

税
が
い
く
ら
村
に
入
っ
て
き
て
い

る
か
。

年
間
５
０
０

０
万
円
程
度
で
あ
る
。

こ
れ
は
村
に
と
っ
て
大
切

な
財
源
で
あ
る
。
10
年
で
５
億
円
、

20
年
で
10
億
円
で
あ
る
。
ま
た
、

五
木
を
守
る
た
め
五
木
ダ
ム
と
梶

原
川
、
五
木
小
川
に
防
災
ダ
ム
を

造
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

要
望
し
て
い
き
た
い
。

村政
を
問う

再燃する川辺川ダム問題「どう
する」

教
育
課
長

住
民
税
務
課
長

川辺川ダム建設予定地（相良村藤田地内）

一般質問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長
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２日 県議長会議員研修会（全議員）
  広報委員会（第1回）
９日 定例全員協議会（全議員）

12日 広報委員会（第2回）
15日 定例郡議長会議（岡本議長）
20日 川辺川ダム対策調査特別委員会（全議員）
 広報委員会（第3回）
22日 例月監査（中村監査委員）
23日 川辺川ダム対策調査特別委員会（全議員）
 決算認定審査特別委員会（全議員）
26日 広報委員会（第4回）
29日 村内豪雨災害現地視察（全議員）
30日 県議長会理事会（岡本議長）
 人吉下球磨消防組合消防車譲渡式（岡本せ議員）

２日 定例全員協議会（全議員）
６日 住民の皆様の御意見・御提案をお聴きする会（岡本議長）
９日 定例郡議長会議（岡本議長）

12日 県議長会広報委員研修会（各委員）
13日 決算認定審査特別委員会（全議員）

17日 県議長会常任委員長研修会（各委員長）
18日 定期監査（中村監査委員）
20日 人吉球磨広域行政組合議会運営委員会（川辺議員）
23日 県知事説明会（全議員）
24日 第4回議会臨時会（全議員）
 人吉下球磨消防組合議会定例会（岡本せ議員）
25日 例月監査（中村監査委員）
 議長全国大会　(岡本議長)　
30日 人吉球磨広域行政組合議会第4回定例会（黒川・川辺議員）

１日 議会運営委員会（各委員）
２日 定例全員協議会（全議員）
９日 第4回議会定例会開会（全議員）～ 11日閉会

19日 人吉球磨広域行政組合議会運営委員会（川辺議員）
21日 川辺川ダム対策調査特別委員会（全議員）
 県復興プラン説明（全議員）
22日 定例郡議長会議（岡本議長）
23日 例月監査（中村監査委員）
25日 県議長会理事会（岡本議長）
 人吉球磨広域行政組合議会第5回定例会（黒川・川辺議員）

①
自
己
紹
介

　

新
成
人
の
山
口
弘
貴
で
す
。
今
は
九

州
技
術
教
育
専
門
学
校
に
通
っ
て
い
ま

す
。

　

趣
味
は
、
Ｆエ

フ
ワ
ン１

を
見
る
こ
と
、
自

作
Ｐ
Ｃ
を
作
る
こ
と
で
す
。
好
き
な

車
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
特
に

M
claren 720S

が
好
き
で
す
。

②
二
十
歳
に
な
っ
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

　

今
年
の
4
月
か
ら
就
職
す
る
の
で
、

目
標
を
立
て
て
達
成
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
。
ま
た
、
新
し
い
こ
と
に
も

挑
戦
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

山
やまぐち

口　弘
ひろ き

貴さん（梶原）

③
将
来
の
夢
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
？

　

社
会
人
と
し
て
働
き
始
め
る
の
で
、

社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
生
活

し
て
い
き
た
い
で
す
。

④
五
木
村
へ
の
要
望
な
ど
あ
り
ま
す
か
？

　

今
後
も
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
の
五
木
村

に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

議会の動き（10月～12月）
10
月

11
月

12
月

村人
インタビュー

成
人
お
め
で
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す
。

令和３年成人式
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次
回
の
定
例
会
は
３
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

表紙題字：故 尾方　芳郎氏

　

私
は
五
木
村
が
大
好
き

で
す
。
よ
そ
か
ら
見
れ
ば

ふ
つ
う
の
村
か
も
し
れ
な

い
け
ど
、あ
た
た
か
い
人
々

や
良
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
自
然
が
美
し
い
で
す
。
五
木
村
に
住
ん
で
い

て
本
当
に
そ
う
思
い
ま
す
。
深
い
緑
や
赤
や
黄
色
た
く

さ
ん
の
自
然
の
色
に
出
会
え
ま
す
。
そ
し
て
な
に
よ
り

も
村
民
の
人
が
あ
た
た
か
い
で
す
。
五
木
村
は
少
な
い

人
口
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
人
が
地
域
の
行
事
に
参
加

し
た
り
、
話
を
し
た
り
、
と
き
に
は
野
菜
や
豆
腐
、
こ

ん
に
ゃ
く
な
ど
も
も
ら
っ
た
り
し
ま
す
。
と
て
も
あ
り

が
た
い
で
す
。

　

今
、
地
球
温
暖
化
な
ど
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
け
ど

五
木
村
は
美
し
い
で
す
。
だ
か
ら
こ
の
美
し
い
五
木
村

の
自
然
を
そ
の
ま
ま
の
こ
し
て
ほ
し
い
で
す
。
も
う
一

回
い
い
ま
す
が
私
は
五
木
村
が
大
好
き
で
す
。

五
木
東
小
学
校　

６
年

早は
や
た田

侑ゆ
う
り里

さ
ん

笑顔あふれる五木っ子笑顔あふれる五木っ子

五木村が大好きです

vol.4

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
と
熊
本
県
南

部
豪
雨
災
害
の
発
生
が
重
な

り
、
苦
難
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
今
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
発
生
状
況
は
例
年
の
0.2
％
以
下
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
が
副
次
的
効
果
を
も

た
ら
し
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

　

ま
た
「
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
」
や
「
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
」
等
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
仕
事
の
効

率
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
道

の
駅
で
も
通
信
販
売
等
、
販
売
手
法
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

長
期
化
す
る
困
難
の
も
と
生
き
方
や
働
き
方

の
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
が
進
ん
で
い
る
と
実
感
し

ま
す
。
昨
年
が
苦
難
の
年
と
す
る
と
今
年
は
変

化
の
年
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。黒

川
麻
里
子


